
地
震
大
国
で
あ
る
日
本
で
、

近
い
将
来
に
高
い
可
能
性
で

起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の

が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
す
。

も
し
現
代
で
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
影
響
の
想
定
範
囲
の
広

さ
か
ら
被
害
は
甚
大
と
な
り
、

国
難
と
も
い
え
る
事
態
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
、
地
方
自
治
、
企
業

等
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
や

対
策
を
講
じ
、
地
域
ぐ
る
み

の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
た
ち
も
、
常
日

頃
か
ら
避
難
訓
練
等
を
通
じ

防
災
へ
の
取
組
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
い
ざ
』
と
言
っ
た
と
き
に

ど
れ
く
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

訓
練
通
り
に
避
難
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
復
旧
に
ど
れ
だ

け
の
時
間
が
か
か
る
の
か
、

そ
の
地
震
な
ど
の
規
模
に
よ
っ

て
想
定
は
困
難
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
訓
練
の
基
本
と

し
て
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の

か
を
、
繰
り
返
し
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
避
難
警
戒
レ

ベ
ル
を
決
め
、
二
十
四
時
間
、

緊
急
時
の
連
絡
が
取
れ
る
等

日
頃
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

を
通
じ
て
意
識
づ
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業

所
で
は
、
事
業
継
続
計
画
を

策
定
し
大
規
模
災
害
へ
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
地
域
の
方
々
と
、

日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
連
携

を
行
う
事
が
、
最
大
の
備
え

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
常
時
に
は
、
互
い
に
助
け

合
い
、
支
え
合
う
こ
と
。
誰

か
の
た
め
に
事
を
成
す
こ
と

が
、
私
た
ち
福
祉
事
業
に
携

わ
る
者
の
最
大
の
生
業
で
す

(

右
写
真
は
登
山
が
趣
味
の
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
の
撮
影
で
す)
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1

逃
げ
る
勇
気

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
。

私
た
ち
が
取
る
べ
き
防
災
対
策
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理 念
私たちは豊かな地域

共生社会の創造に貢献します。

秋の避難訓練11月14日
(利用者様スタッフ)

JCC避難行動基準

日
頃
か
ら
地
域
と

顔
の
見
え
る
連
携

自らの人生観を軸に、
ワーク（職業生活）とラ
イフ（個人生活）を柔軟、
かつ高い次元で統合し、
双方の充実を求めること。
それによって、生産性や
成長拡大を実現するとと
もに生活の質を高め、充
実感と幸福感を得るなど
の相乗効果を目指す働き
方をいいます。私たちJC
Cグル－プでは、『日々
を楽しく暮らす』という
考えのもと、仕事も暮ら
しの１ペ－ジととらえ、

限られた人生を共に過ご
す時間を大切に、職業生
活と個人生活の相乗効果
を得るように、ワ－ク・
ライフ・インテグレ－ショ
ンを推進してまいります。

ワ－ク・ライフインテグレ－ション

事
業
継
続
計
画(B

C
P
)

の
策
定

大
規
模
災
害
等
へ
の
備
え
及
び
心
構
え
へ
の
取
組


